
 

 

 

 

 

 実行委員会会則第 10 条第８項により、書面をもって表決し、総会の議決と代えることで成

立しました。 

 

 書面表決議案 

  【１号議案】令和２年度収支予算及び収支決算について 

   全委員より承認 

  【２号議案】令和２年度（第８回総会以降）及び令和３年度事業報告について 

   全委員より承認 

  【３号議案】令和３年度収支予算及び収支決算について 

   全委員より承認 

【４号議案】第 71 回全国植樹祭島根県実行委員会の解散について 

   全委員より承認 

 

   

   

 

第９回総会を開催しました。（書面表決） 



第 71 回全国植樹祭島根県実行委員会第９回総会 

（書面表決議案） 
 

 

 

【１号議案】 

 令和２年度収支予算及び収支決算について                   （資料１） 

 

【２号議案】 

 令和２年度（第８回総会以降）及び令和３年度事業報告について   （資料２） 

 

【３号議案】 

 令和３年度収支予算及び収支決算について             （資料３） 

 

【４号議案】 

 第７１回全国植樹祭島根県実行委員会の解散について        （資料４） 
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 【１号議案】 

 第８回総会（令和 3年 1月 29 日開催）で承認された令和２年度収支予算

案及び収支決算見込案について、最終決算額が確定。 

 

資料１ 
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 【２号議案】 

令和２年度   事業報告（令和３年１月２９日開催の第８回総会以降） 

１ 県民参加植樹イベント 

◇第２２回全国植樹祭（小屋原）の植樹会場や県内各地に植樹会場を設け、多くの県民の方々に 

植樹いただいた。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ １００日前記念イベント 

◇１００日前記念県民参加植樹イベント（大田会場） 

第71回全国植樹祭の開催１００日前を記念し植樹祭をＰＲするため、大田市で県民参加 

植樹イベントを開催。 

 

●開催日 令和３年２月２０日（土） 

●場 所 石見銀山世界遺産センター（大田市） 

●内 容 記念式典、記念植樹など 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料２ 
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◇みんなでつくる植樹祭モザイクアート写真募集キャンペーン 

◇おうちで植樹祭を楽しもうキャンペーン「全国植樹祭１０の違いさがし」 

第 71 回全国植樹祭の周知と開催機運の醸成を図るため、１００日前記念イベントの 

一環として、応募型の各種キャンペーンを実施。 

 

●開催日 令和３年２月１９日（金）～ ４月１８日（日） 

(１)植樹祭モザイクアート写真   (２)全国植樹祭１０の違いさがし 

  募集キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(大会当日、会場に展示） 

３ 広報宣伝活動 

◇カウントダウンボードの展示 

 第７１回全国植樹祭の開催機運を盛り上げることを目的に、島根職業能力開発短期大学 

校（ポリテクカレッジ島根）の学生が、県産木材を使用し制作したカウントダウンボード 

を、県内各地に展示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 場 所 

12/17(木)～2/16(火) 出雲市駅 

2/18(木)～4/20(火) 大田市駅 
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◇木製地球儀の展示 

第７１回全国植樹祭の開催機運を盛り上げるため、第７０回全国植樹祭愛知大会から引

き継いだ、全国植樹祭のシンボル「木製地球儀」を、県内施設で展示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇大会広報誌「全国植樹祭だより(第５号)」を発行 

 ●発 行 日  令和３年３月２３日(火) 

 ●発行部数 ９，０００部(関係機関等に配付)  

 

 

 

日 程 場 所 

12/24(木)～2/2(火) 美郷町役場 

2/4(木)～3/16(火) 雲南市役所 

４ その他 

◇実施計画の報告 

 第８回総会で承認された第７１回全国植樹祭実施計画（変更素案）を（公社）国土緑化推進機構

に報告。 

●報 告 日  令和３年３月２６日(金) 
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令和３年度   事業報告 

１ ５０日前記念イベント 

◇５０日前記念イベント 

  第７１回全国植樹祭で天皇陛下がお手植えになるコウヤマキの苗木を、吉賀町内の生産地から 
式典会場に送るための出発式を開催。 
 
●開催日 令和３年４月１０日（土） 
●場 所 コウヤマキギャラリー（吉賀町） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ リハーサルの実施 

◇各種リハーサルの実施 

 

●令和３年４月１１日（日） 式典リハーサル 

●令和３年５月１５日（土） 荒天リハーサル 
オンライン行幸啓合同確認会 

●令和３年５月２９日（土） 前日リハーサル 

 

 

 

３ 広報宣伝活動 

◇特集新聞を発行 

●発 行 日  令和３年５月２９日(土) 

●発行部数 １８５，０００部 

（新聞購読者、招待者等関係者に配付） 

 

◇大会広報誌「全国植樹祭だより(最終号)」 

を発行 

 ●発 行 日  令和３年７月３０日(金) 

 ●発行部数 ８，０００部 

(関係機関等に配付)  
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４ 第７１回全国植樹祭開催実績 

◇開催状況 
 ●日 時 令和３年５月３０日（日） 
●場 所 式典会場（大田市三瓶山北の原・東京赤坂御用地） 

      植樹会場（大田市三瓶山北の原「多根」） 
 ●参加者  

参加区分 参加者数  参加区分 参加者数 

三瓶会場 県外招待者 １３４ 県民参加植樹ｲﾍﾞﾝﾄ（③） ３，５００ 

都道府県ｵﾝﾗｲﾝ参加 ３７ 実施本部員（④） 

（県職員・市町村職員・出演者等） 
１，２５１ 

県内招待者 ７７８ 

小計（①） ９４９ 

合計（①＋②＋③＋④） ５，７１１ 
東京会場 県外招待者 １０ 

県内招待者 １ 

小計（②） １１ 
 
◇会場設営の状況 

  式典会場（大田市三瓶山北の原、東京赤坂御用地）、植樹会場を整備。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（三瓶山北の原：式典会場全景）      （三瓶山北の原：お野立所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（三瓶山北の原：特別招待者席）     （植樹会場「多根」） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京赤坂御用地） 
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 ●開催内容 
  ①式典 

・開場（島根県ＰＲ映像） ・プロローグ  ・記念式典  ・エピローグ 
  ②招待者記念植樹 約４  １３種 ２，０００本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    （天皇陛下のおことば）         （天皇陛下御収穫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（天皇皇后両陛下お手植え・お手播き）         （大会会場全景） 
 
 
 
 
 
 
 

（大会テーマ表現、メッセージ発信） 
 
 
                                              （代表者記念植樹） 
 
 
 
 

（緑の少年団、大会宣言「農大生」） 
 
 
 
 
 
 
                       （招待者植樹「多根」） 

（プロローグアトラクション） 
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５ 大会開催後の取り組み 

◇「お手植えの木」、「御収穫鋸」の帰郷祝賀式開催 

 天皇陛下が御収穫の際にお使いになった玉鋼製の鋸と、天皇皇后両陛下にお手植えいただいた 

幼木４本が、東京赤坂御用地から帰郷したことを祝う祝賀式を開催。 

 

●開催日 令和３年６月１５日（火） 

●場 所 島根県庁前庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇お手植え苗木、お手植え種子の管理育成 

  お手植え苗木は、十分成長するまで県管理施設で管理し、樹種毎に適地へ移植を予定。 

  お手播き種子は、移植可能となる時期まで県管理施設で管理し、学校などへの公共施設へ配付 

予定。 

 

◇天皇陛下御収穫クロマツ利用柱のお披露目式開催 

  天皇陛下に御収穫いただいたクロマツは、島根県立三瓶自然館サヒメル新館ホールの柱の内装 

材として利用し、循環型林業の意義を発信。 

 

●開催日 令和４年３月１９日（土） 

●場 所 島根県立三瓶自然館 

サヒメル ビジターセンター 

 

 

 

 

◇お野立所、木製品の利活用 

お野立所は、大会終了後、地元開催市の大田市に新たに整備された道の駅「ごいせ仁摩」の屋 

根付きステージ棟に移築し、循環型林業の意義を伝承。 

  木製ベンチ１，３００基、木製プランターカバー１，０００基は、県内の学校や県有施設等、 

約１２０団体に提供し、有効的に活用。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 8 -

◇天皇皇后両陛下がご使用になられた「御鍬」、「お種入れ」メモリアル展示 

第７１回全国植樹祭の意義を末永く後世に伝えるため、大会の開催市である大田市役 
所玄関ロビーに、天皇皇后両陛下がお使いになられた木製品をメモリアル展示。 
 

●展示開始 令和３年１２月２４日（金） 

●場 所  大田市役所玄関ロビー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇記録誌・記録ＤＶＤの制作 

  第７１回全国植樹祭の意義を末永く後世に伝えるため、大会の記録誌及び記録ＤＶＤを 

約９５０部制作し、関係者に配付。 
 

６ 協賛の実績について 

 ◇令和３年度の協賛申出は１件。 
 
●協賛実績                      （単位：件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

     協賛区分 

 

年度区分 

 

協賛金 

 

物品・役務 

 

計 

平成 30 年度 １０    １ １１ 

令和元年度 ３１ １３ ４４ 

令和２年度    ２    ２    ４ 

令和３年度    １    ０    １ 

   計 ４４ １６ ６０ 

 



 

資料３ 

 



【４号議案】 

第７１回全国植樹祭島根県実行員会の解散について 

 

第 71 回全国植樹祭島根県実行委員会会則（以下「会則」という。）第 18 条 

第１項の規定に基づき、次のとおり本実行委員会を解散する。 

 

１ 解散の理由  

  第 71 回全国植樹祭の開催及びその他必要な事業が終了し、本実行委員会の

目的が達成されたため。 

 

２ 解散年月日 

  令和４年６月１５日（水） 

 

３ 残余財産の処分 

  会則第 18 条第２項の規定に基づき、本実行委員会が解散するときに有する

残余財産は、島根県に帰属するものとする。 

 【残余財産】 

 ・現預金 １２９，４６５，０１１円 

 ・お手植え苗木・お手播き種子及び関連する物品、消耗品、備品、著作物等に 

係る権利等 

【参考】第 71 回全国植樹祭島根県実行委員会会則（抜粋） 

第２条 実行委員会は、第 71 回全国植樹祭の開催に必要な事業を行い、循環

型林業や県民参加の森づくりを推進し、島根県の林業の成長産業化

を図るとともに、歴史文化などさまざまな魅力を全国に発信するこ

とを目的とする。 

第 18 条 実行委員会は、第２条の目的が達成されたときには、総会の議決をも

って解散するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、島根県に帰属する 

ものとする。 

 

４ 残余事務及び書類の引継ぎ 

  本実行委員会に係る残余事務及び書類については、島根県農林水産部林業

課に引き継ぎ、一任する。 

資料４ 


